
ICHTHY
ISSN 2435-7715

Natural History of Fishes of Japan

Ichthy, Nat. Hist. Fish. Jpn.

https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/ichthy/articles.html
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ichthy/-char/jaedited and published by the Kagoshima University Museum

ORIGINAL RESEARCH ARTICLE

Ichthy 37 ǀ 2023 ǀ 10

青森県および岩手県から得られた東北地方初記録のヨコシマサワラと
その生態学的知見

石黒智大 1・三澤　遼 2

Scomberomorus commerson (Lacepède, 1800) were collect-
ed from the coast of Kamaishi, Iwate Prefecture, Japan (Pacific 
Ocean) on August 8, 2023, and from the coast of Fukaura, Ao-
mori Prefecture, Japan (Sea of Japan) on August 16, 2023. Pre-
viously, records of this species in Japanese waters were limited 
to those from south of Niigata Prefecture (Sea of Japan and East 
China Sea) and south of Miyazaki Prefecture (Pacific Ocean). 
Therefore, these specimens represent the first record of this spe-
cies in the Tohoku District, as well as the northernmost records 
for this species in both the Sea of Japan and the Pacific coast of 
Honshu. Age determination based on the otolith of a specimen 
(786 mm folk length) from Aomori Prefecture showed that it 
was a one-year-old fish. This finding is consistent with previous 
research on the relationship between fork length and age con-
ducted in other studies. Furthermore, studies on the migratory 
behavior of congeners such as Scomberomorus niphonius (Cuvi-
er, 1832) suggest that the specimen collected from Iwate Prefec-
ture probably migrated from the Sea of Japan side through the 
Tsugaru Strait.
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 Abstract

スズキ目サバ科 Scombridae は，世界に 15 属 49 有

効種が知られ（Collette and Nauen, 1983），日本近海に

は 11属 21種が分布する（中坊・土居内，2013；本村，

2023）．このうち，サワラ属 Scomberomorus Lacepède, 

1801は全世界に 18有効種が認められており（Collette 

and Nauen, 1983; Fricke et al., 2023），日本からはヨコシマ

サワラ S. commerson Lacepède, 1800，タイワンサワラ S. 

guttatus Bloch and Schneider, 1801，ヒラサワラ S. koreanus 

Kishinouye, 1915，サワラ S. niphonius Cuvier, 1831，ウシ

サワラ S. sinensis Lacepède, 1800の 5種が知られている

（Nakamura and Nakamura, 1981；中坊・土居内，2013；本村，

2023）．本属は両半球の 20℃等温線内の熱帯・亜熱帯域

を中心に分布し，以下の特徴によって同科他属と識別され

る（Collette and Nauen, 1983; Collette and Russo, 1984；中坊・

土居内，2013）：体は細長く，かなり側扁する；両顎歯は

強く側扁し，三角形か小刀状で，強く顕著である；腹鰭は

小さい；尾柄に 3本の隆起線がある；側線は 1本で，尾柄

に向かい緩やかに曲がるか，第 1または第 2背鰭の下で急

に曲がる；吻長は眼後長よりも明らかに短い；主上顎骨後

端は露出し，眼窩後縁直下に達する；第 1鰓弓上の鰓耙数

は 1–27；第 1背鰭棘条数は 12–22．

ヨコシマサワラは，インド・西太平洋，紅海および

地中海の熱帯・亜熱帯域に分布することが知られてい

る（Collette and Nauen, 1983; Dor, 1984; Collette and Russo, 

1984; Moshin and Ambak, 1996; Carpenter et al., 1997; Collette, 

2001; Kimura et al., 2003; Kimura, 2009, 2011, 2013）．日本近

海においてヨコシマサワラは，Kishinouye (1923)によって

山口県北岸から初めて報告され，以降，新潟県佐渡島周

辺，富山県，福井県，長崎県，宮崎県日向灘，鹿児島県笠

沙および琉球列島などから散発的に記録されている（加藤，

1956；道津・冨山，1967；吉野ほか，1975；中坊・土居内，

2013；畑ほか，2014; Iwatsuki et al., 2017）．

このたび，2023年 8月 8日に岩手県釜石市沿岸から 1

個体の，2023年 8月 16日に青森県深浦町沿岸から 3個体

のヨコシマサワラが採集された．これらの個体は東北地方

における本種の初めての記録であり，青森県では当県での

初記録ならび自然分布の北限を更新するもの，岩手県で

は当県での初記録ならび本州太平洋側における分布の北限

を更新するものとなるため，ここに報告する．なお，青森

県の記録は 3標本に，岩手県の記録は写真に基づく記録で

あり，青森県産の標本からは若干の生態学的知見が得られ

たため併せて考察した．
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材料と方法
計数・計測方法はおもに Marr and Schaefer (1949)を改

変した Gibbs and Collette (1967)に従い，デジタルノギスを

用いて 0.1 mm単位まで記録した．尾叉長は FLと表記し

た．記載は青森県産の 3標本に基づき，これらの標本は京

都大学舞鶴水産実験所（FAKU）に所蔵されている．生鮮

時の体色の記載は固定前もしくは水揚げ時に撮影されたカ

ラー写真に基づく．青森県産の 3標本のうち 2標本（FAKU 

150489, 150490）は開腹し，生殖腺を取り出して外観から

の雌雄判別と生殖腺重量（GW）を 0.01 g単位で計測した．

さらに，FAKU 150489からは頭部を切開して耳石（扁平石）

を摘出し，実体顕微鏡にて落射光の下で観察し，濱崎（1993）

に従い耳石表面における不透明帯の数を計測した．

岩手県から得られた個体の写真およびその詳細情報に

ついては，謝辞に記載した人物から提供を受けた．この個

体の同定は水揚げ時に撮影されたカラー写真の形態・色彩

に基づく．上記の写真は神奈川県立生命の星・地球博物館

の魚類写真資料（KPM-NR）として登録・保管されている．

なお，神奈川県立生命の星・地球博物館の資料番号は，博

物館のデータベース上では 0を含めた 7桁の数字で表記さ

れるが，ここでは本質的な有効数字で表した．

Scomberomorus commerson Lacepède, 1800

ヨコシマサワラ
（Figs. 1–4; Table 1）

標本　3個体：FAKU 150488，773 mm FL，性別不明，

FAKU 150489，786 mm FL，雌，FAKU 150490，787 mm FL，雌，

青森県西津軽郡深浦沖，深浦漁協，定置網，2023年 8月 16日，

採集：石黒智大．

写真記録　1個体：KPM-NR 243446，estimated 730–828 

mm FL，岩手県釜石沖，釜石市魚市場，定置網，2023年 8

月 8日，写真：神田耀人．

記載　計数値と計測値［尾叉長（FL）に対する百分率

（%）］を Table 1に示す．体は細長い紡錘形でよく側扁す

る（Fig. 1）．体高は頭長の 78–86%と低く，第 2背鰭起部

で最大．体の輪郭は背腹が同程度に膨らむ．第 1背鰭と

第 2背鰭は近接し，第 1背鰭は後方に向かって低くなる．

第 1背鰭基底は長く，第 2背鰭基底の 2.7–3.0倍．第 2背

鰭起部は臀鰭起部よりやや前方に位置する．第 2背鰭お

よび臀鰭は鎌状を呈する．第 2背鰭と臀鰭の後方から尾鰭

基底前方にかけて小離鰭がほぼ等間隔に並ぶ．胸鰭起部は

第 1背鰭起部直下よりわずかに前方に位置する．胸鰭後

端は尖り，第 1背鰭第 10棘条起部直下に達する．腹鰭起

部は第 1背鰭起部のほぼ直下に位置する．腹鰭は胸鰭の

35–37%と短く，たたんだ際の腹鰭後端は第 1背鰭第 6棘

条直下に達する．尾鰭は二叉型で深く湾入する．側線は 1

本で胸鰭基部の上方から始まり，第 2背鰭後方で急に下方

に曲がり，尾鰭基底付近で終わる．吻長は頭長の 39–41%

で吻端は尖る．口裂は大きく，主上顎骨後端は露出し，眼

Fig. 1. Fresh specimen of Scomberomorus commerson (FAKU 150488, 773 mm FL) collected from Aomori Prefecture (Sea of Japan), 
Japan.

Fig. 2. Fresh individual of Scomberomorus commerson (KPM-NR 243446) landed in Kamaishi Fish Market, Iwate Prefecture, Japan, 
on 8 August 2023.
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窩後縁直下に達する．両顎歯は 1列で強く側扁した三角形

で，その縁辺には不明瞭な微細鋸歯がある．眼窩および瞳

孔は円形を呈する．鼻孔は 2対で眼の前方に位置し，前鼻

孔は円形，後鼻孔は上下に長い楕円形を呈する．

色彩　生鮮時の色彩（Figs. 1, 2）—体背面は黒色．体

側上部はやや青みを帯びた銀色で，体腹面は一様に銀色を

呈する．第 1・第 2背鰭，背鰭後方の小離鰭，胸鰭および

尾鰭は緑がかった黒色，腹鰭の棘条と鰭膜，臀鰭の先端お

よび臀鰭後方の小離鰭は銀白色，腹鰭軟条と臀鰭基底付近

は濃い灰色を呈する．体側には暗色横帯を多数（30本以上）

有する．

生態学的知見　FAKU 150489と FAKU 150490の生殖腺

の外観を観察したところ，共に小さく淡紅色を呈している

卵巣であったことから雌であり，卵粒の認められない未熟

な段階であった（Fig. 3）．また，FAKU 150489から採集さ

れた耳石を観察したところ，外形は矢尻形に似た長三角形

で，前角と前上角は発達し欠刻は明確であった（Fig. 4）．

中心には，直線状の不透明帯（耳石核）が確認でき，耳石

核を中心に透明帯と不透明帯が交互の形成が確認された．

本種の耳石不透明帯は，年に一度形成される年輪であるこ

とが示されており（Weng et al., 2021），本標本の耳石は不

透明帯が 1本であったことから，本個体は 1歳魚と推定さ

れた．

分布　紅海を含むインド・西太平洋，および地中海の

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of folk length, of Scomberomorus commerson.

Present study Hata et al. (2014)
FAKU 150489 FAKU 150490 FAKU 150491 KAUM–I. 35615

Sex — female female —
Fork lengthn (FL; mm) 773 786 787 494
Counts
  Dorsal spines 17 16 16 17
  Dorsal fin rays 16 16 16 18
  Anal fin rays 16 16 15 17
  Pectoral fin rays 23 22 22 21
  Pelvic spines 1 1 1 1
  Pelvic fin rays 5 5 5 5
  Dorsal finlets 10 11 9 10
  Anal finlets 9 11 9 10
  Gill rakers 3 4 3 3
Measurements (% FL)
  Standard length 94.3 94.0 94.9 96.4
  Head length 20.4 20.5 20.4 20.9
  Snout to insertion first dorsal 22.0 20.8 21.3 21.9
  Snout to insertion second dorsal 52.4 49.9 52.7 49
  Snout to insertion anal 55.0 52.4 53.2 54.7
  Snout to insertion of pectoral fin 21.1 21.1 21.4 22.4
  Snout to insertion of ventral 23.1 23.4 23.2 23.3
  Greatest depth 17.5 16.0 17.3 17.3
  Length pectoral 12.2 12.5 12.2 11.8
  Pelvic fin length 4.3 4.6 4.4 4.6
  Insertion pelvic fin to vent 31.2 28.9 30.0 27.3
  Pectoral insertion to first dorsal 8.4 7.2 7.8 7.9
  Length base first dorsal 26.4 25.6 25.8 27
  Length base second dorsal 9.1 8.4 9.4 10.1
  Spread caudal 25.3 20.9 20.3 23
  Length longest dorsal spine 4.6 4.1 broken broken
  Length first dorsal spine 3.7 2.5 broken broken
  Length second dorsal 8.0 broken 8.7 9.2
  Length anal 7.6 7.6 7.8 8.8
  Length longest dorsal finlet 3.0 2.9 2.6 2.8
  Snout length 8.3 8.2 7.9 7.9
  Diameter of iris 2.6 2.7 2.8 2.9
  Length of bony orbit 3.0 3.3 3.1 3.7
  Interorbital width 6.5 6.1 6.1 6.9
  Length maxillary 11.5 11.4 11.0 11.4
  Least depth caudal peduncle 3.7 3.4 3.6 3.2
  Maximum width of body 10.4 10.2 10.4 8.8
  Greatest width caudal peduncle at keels 5.3 4.8 5.0 3.7
Body weight (g) 3924.3 3561.2 4030.5 —
Gonad weight (g) — 21.02 — —
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熱帯・亜熱帯域に分布する（Kishinouye, 1923; Collette and 

Nauen, 1983; Dor, 1984; Collette and Russo, 1984; Moshin and 

Ambak, 1996; Carpenter et al., 1997; Collette, 2001; Kimura et 

al., 2003; Kimura, 2009, 2011, 2013）．国内では新潟県佐渡

島（加藤，1956），富山県（河野ほか，2014），福井県（河

野ほか，2014），山口県北岸（Kishinouye, 1923），長崎県

生月島および佐世保（道津・冨山，1967；中坊・土居内，

2013），宮崎県日向灘（Iwatsuki et al., 2017），鹿児島県薩

摩半島（畑ほか，2014；畑，2022）および琉球列島（吉野

ほか，1975; Senou et al., 2006；下瀬，2021）から報告がある．

本研究によって，東北地方の青森県深浦および岩手県釜石

からも新たに分布が確認された．

備考　青森県深浦から得られた 3標本は体が細長く側

扁すること，両顎歯が強く側扁した三角形であること，

腹鰭が小さいこと，尾柄に 3本の隆起線があること，小

離鰭が背鰭後方および臀鰭後方に 9–11本あること，側

線が 1本であること，吻が短いこと，第 1鰓弓上の鰓

耙数が 3–4本であること，第 1背鰭棘条が 16本である

こと，上顎後端が露出することなどが Collette and Nauen 

(1983)，Collette (2001)や中坊・土居内（2013）の報告し

たサワラ属 Scomberomorusの標徴と一致した．さらに，

体に多数の横帯を有すること，側線は第 2背鰭後方で急

に下方に曲がること，歯の縁辺に微細鋸歯があることな

どの特徴が Kishinouye (1923)，Collette and Nauen (1983)，

Collette and Russo (1984)，Collette (2001)，中坊・土居内

（2013）および畑ほか（2014）の報告したヨコシマサワラ

Scomberomorus commersonの特徴と一致した．また，3標

本の計数・計測値を畑ほか（2014）による鹿児島県産の標

本（KAUM–I. 35615）と比較したところ，おおむね一致し

ていた．一方，畑ほか（2014）の標本と比較し，3標本の

頭長，眼径，眼窩径，背鰭棘長の値は小さく，他方，尾柄

幅の値は大きかった．しかし，畑ほか（2014）の標本は尾

叉長が 494 mmと本研究の 3標本と比べて小型であったこ

とから，上記の違いは成長段階による個体差の可能性が考

えられる．

岩手県から記録された個体（KPM-NR 243446）は，

2023年 8月 8日に岩手県釜石沖における定置網によって

漁獲され，釜石市魚市場に水揚げされたものである（Fig. 

2）．本個体は体重のみが市場で測定されたが（体重 4.5 

kg），その他の計数・計測は行われず，標本も残されてい

ない．しかし，得られた写真の記録から，体が細長く側扁

すること，腹鰭が小さいこと，吻が短いこと，上顎後端

が露出すること，体に多くの横帯を有すること，側線は

第 2背鰭後方で急に下方に曲がることが確認できた．こ

れは，Collette and Nauen (1983)，Collette and Russo (1984)，

Collette (2001)，中坊・土居内（2013），畑ほか（2014）お

よび本研究のヨコシマサワラ S. commersonの特徴とよく

一致しており，本種と同定された．ヨコシマサワラは尾叉

長（FL: cm）と体重（BW: g）の関係式（雌：BW = 0.0119FL2.9，

雄：BW = 0.0113FL2.9）が示されており（Kaymaram et 

al., 2010），これに当てはめると本個体の尾叉長は雌であっ

た場合は730 mm，雄であった場合は828 mmと推定された．

ただし，市場で計測されたこの体重は厳密な測定には基づ

いていないため，ある程度の誤差があると推測される．

ヨコシマサワラのこれまでの分布の北限は，日本にお

ける新潟県佐渡島近海域，もしくは地中海におけるイタリ

ア周辺であると考えられる（Collette and Russo, 1984；中坊・

土居内，2013; Di Natale et al., 2020）．ただし，地中海にお

ける記録はスエズ運河を経由した移入であるとされている

ため（Collette and Nauen, 1983），これまでの本種の自然分

布の北限は新潟県佐渡島近海域（加藤，1956）と考えるの

が妥当であろう．したがって，青森県深浦産の 3標本はヨ

コシマサワラの青森県からの初記録となるとともに，本種

の分布北限を更新する記録となる．さらに，青森県深浦産

の標本（FAKU 150489，786 mm FL）において，国内で初

めてヨコシマサワラの年齢査定を行い，1歳魚であること

が示された．これまでヨコシマサワラの年齢査定による年

齢と尾叉長の関係は世界各地で求められており（例えば，

Newman et al., 2012; Lee and Mann, 2017; Weng et al., 2021），

日本と隣接する台湾近海域における年齢研究（Weng et al., 

Fig. 3. Ovaries of Scomberomorus commerson (FAKU 150489, 
786 mm FL, female) collected from Aomori Prefecture (Sea 
of Japan), Japan.

Fig. 4. Sagittal otolith of Scomberomorus commerson (FAKU 
150489, 786 mm FL, female) collected from Aomori Prefec-
ture (Sea of Japan), Japan. Arrow indicates opaque zone.
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2021）によると，750–800 mm FLの年齢範囲は 0–2歳であ

り，測定個体の 89%は 1歳魚であることが示されており，

本研究の FAKU 150489の査定結果と一致した．年齢査定

を実施していない FAKU 150488および FAKU 150490も同

様の尾叉長範囲であることから 1歳魚と推測された．ま

た，岩手県釜石産の写真個体（KPM-NR 243446）は測定

値がないため体サイズは概算値（約 730–828 mm FL）とな

るが，青森県産の 3標本と同程度の尾叉長範囲であると考

えられ，1歳魚と推測された．

本研究における岩手県釜石産のヨコシマサワラは写真

に基づく記録ではあるものの，本種の岩手県からの初記録

となるとともに，太平洋岸における分布の北限（これまで

の北限は宮崎県沖）を更新するものである．ヨコシマサ

ワラの国内における回遊経路についての研究はこれまで

全く行われていないため不明である．一方で，同属のサワ

ラの分布域は，ヨコシマサワラの分布の中心域である熱帯

域よりも北方の温帯域であることから，従来より東北海域

での分布が確認されており（中坊・土居内，2013；本村，

2023），当海域での回遊についてもいくつかの研究（例えば，

戸嶋ほか，2013；水産研究・教育機構ほか，2023）がある．

これらによると，日本海北部に分布するサワラは若齢個体

で，これらの個体の一部は，津軽海峡を通り東北地方の岩

手県等の太平洋沿岸に来遊することが示されている．この

ことから，これまで岩手県以南の太平洋岸での本種の分布

が宮崎県までしか確認されていない点，本研究で新たに青

森県からの分布が同年同時期に確認された点，同属のサワ

ラの回遊生態において若齢魚が日本海側から来遊する点を

考慮すると，本個体が単に黒潮によって南方海域から岩手

県に偶発的に運ばれてきた可能性の他に，津軽海峡を通り

来遊してきた可能性が示唆される．したがって，本研究で

標本が採集された青森県深浦よりもさらに北側に位置する

津軽海峡においても本種の分布の可能性が考えられる．ま

た，岩手県および青森県産の個体が採集された当日の海面

水温は 26–28ºCで，平年と比べ約 4ºCほど高い水温となっ

ており（気象庁，2023），この高い海水温が本種の東北地

方への回遊を促した可能性も推測される．実際，ベトナム

においては海面水温が 26–30ºCでの漁獲が多数を占めると

される（Nguyen and Nguyena, 2017）．今後，国内における

本種の回遊生態を明らかにするためには，より広い海域で

の分布状況の把握や出現時の海洋環境の整理など，より詳

細な情報が求められる．

ヨコシマサワラは，鹿児島県や琉球列島の一部の地域

では「プラチナサワラ」や「いのーざーら」等の名称によ

り高値で取引されているものの（下瀬，2021；畑，2022），

国内での漁獲の報告は少ない．その一方で，同属のサワラ

は日本における水産上の最重要魚種の一つに位置付けられ

ており，水産庁による資源調査・評価の対象とされてい

る（例えば，平岡ほか，2023；水産研究・教育機構ほか，

2023）．中でも，東シナ海から日本海を分布域とするサワ

ラ東シナ海系群における資源評価は，国内の漁獲量の他に，

中国，韓国のものも含めたうえで実施されているが，中国・

韓国の漁獲量にはサワラ以外のサワラ属魚類も含まれてい

る可能性が指摘されている（平岡ほか，2023）．ヨコシマ

サワラは，諸外国において重要な水産資源として利用され

ており，分布域もサワラと一部重複していることから本種

が上記の資源評価で利用されているデータに含まれている

可能性が考えられる．さらに，このたび青森県深浦におい

てヨコシマサワラが確認されたことで，国内における本種

の分布がサワラ東シナ海系群の分布と重複している場合も

あると推測され，国内においてもサワラの漁獲にヨコシマ

サワラが含まれている可能性も考えられる．これより，日

本周辺海域のヨコシマサワラの回遊生態はサワラ東シナ海

系群への資源評価にも影響を及ぼす可能性があるため，今

後，直近年のヨコシマサワラの漁獲実態について詳しく検

討する必要がある．
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